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有無にかかわらず，より知りたいと思うことを指す（Alexander & Grossnickle 2016）。ただし，
Renninger & Hidi（2016）は，望ましくない状態や不確実性の除去に関わる好奇心と，新しい発
見による楽しみへの期待に関わる好奇心とを区別して，後者を興味として位置づける。
　興味は，得られた知識と価値からなる（Renninger 1990；Renninger & Hidi 2016；Schiefele 
2001；Voss & Schauble 1992）。それは，情報の知覚や集約，それに基づく行動を媒介する（Renninger 








et al. 2002，2008，専攻の選択や変更についてHarackiewicz et al. 2002，2008；Krapp 2000；









を描いた。上に記した興味の優れた力は，後者の特徴とされる（Hidi & Ainley 2008）。
　その他にも，先行研究は，学業における興味の特徴として以下のことを挙げる。
　まず第1に，十分に発達した個人特性としての興味を育てるためには，質量ともに相当の教育・
支援が必要である（Hidi & Harackiewicz 2000）。













なる（e.g. Häussler et al. 1998）。
　小学校第3～ 6学年頃から青年期にかけて，学業への興味や内発的動機づけが減少すること
（Hidi 2000やWigfield et al. 2006による概観）の理由として，学習者の興味とカリキュラム（学校
文化を含む）との不一致や，他の活動への動機づけとの競合にくわえて，興味における選択と最





































定義の力点は前者にある（Ryan & Deci 2017）。
　第2に，自己決定理論の下位理論である認知的評価理論に基づいて，内発的に動機づけられた
活動に，報酬等で外発的に動機づけると，内発的動機づけが低減するという知見である（概観と
してRigby et al. 1992）。以下，この知見を単に低減効果と記すことがある。
　第3に，調整スタイルの連続体モデル（以下，単に連続体モデルと称することがある）である















段性―目的性を識別することは不可能であること（鹿毛 1995；Bandura 1977，Raynor 1974aも同
様の主張）が主張されている。
　Deciらは，これらの批判に応えるかたちで，外発的動機づけを取り入れて，内発的動機づけ







































い（Alexander & Grossnickle 2016）。
　したがって，学業は，認知的評価理論の枠外にある。内発的な興味を当初から惹起させ，持続

































































Cokley et al. 2001；Fairchild et al. 2005；Hardre & Reeve 2003；速水ら 1996；Koestner & Losier 
2002；西村ら 2011；Taylor et al. 2014；Vallerand et al. 1993）。
　これらの先行研究を概観するうえで，用いられている尺度の違いや特徴に注意する必要がある。
　その尺度は，調整スタイルを学業に関与する理由として概念化する。
　それらの先行研究では，AMS（Academic Motivation Scale，Vallerand et al. 1989，1992）が最も多く，










年における調整スタイルと学校への適応との関連を分析したOtis et al. 2005；高校生・大学生に


































































果を検討する必要がある（Harter 2012；速水 1989；Hidi & Harackiewicz 2000；Lens et al. 2002；
Raynor 1974a；Sansone & Morgan 1992）。






























繰り返し主張されている（Renninger et al. 2002；Schiefele 1986）。つまり，興味を通じて，自己






よって，自己と動機づけとを深く結びつける（Markus & Nurius 1986；Raynor 1982も同様のア
イディアを提示）。
　学業を含む，多くの重要な意思決定は，多様な可能性のもとで可能自己を想像するプロセスで
ある（Markus & Nurius 1986）。このとき個人は，可能自己を自由に想起できるが，社会文化的・
歴史的文脈や，メディア・社会的経験からの表象にも影響を受ける。
5.2．未来的時間的展望
　可能自己は，時間的展望の一部である，未来への関心と考慮（Kooij et al. 2018）としての未来















ければならない（Husman & Lens 1999）。実際に，未来的時間的展望に関する研究は，学業に関
する行動や達成との関連を検討している。
　Andre et al.（2018）による数量的なメタ分析によれば，未来的時間的展望と態度・方略・成績
を含む学業成果とは，有意な関連（r＝ .24）がみられた。Kooij et al.（2018）による数量的なメ
タ分析でも，学業成績について同様の知見が得られている。
　ただし，それらのメタ分析で扱われた研究では，概念化の異なる多様な尺度が用いられており
（詳細はKooij et al. 2018），それらの尺度の構成概念妥当性を検討する必要がある。
　例えば，Zimbardo & Boyd（1999）の尺度における「未来」下位尺度は，時間への厳格さを中
























Oyserman 2010，高校生についてRaynor 1968；De Volder & Lens 1982；Van Calster et al. 1987，
























く関連することは，特筆される（Husman et al. 2004；Miller et al. 1999；櫻井 1995）。つまり，
それらは，対立するものではなく両立しうる。




& Harackiewicz 2015およびHarackiewicz & Knogler 2017による概観）。
　その有用性に関する研究において，Brown et al.（2015）やSmith et al.（2015）は，自己に焦
点化されたものと向社会的なものとを区別する重要性を提起する。
























































　5.3．で取り上げたBrown et al.（2015）とSmith et al.（2015）は，青年が向社会的行動に強く動
機づけられていること（Damon et al. 2003）を示唆する。このことは，青年期における主要な発
達課題としてのアイデンティティの確立と表裏をなす。
　自己認識は，社会における他者認識から生じる（Hart & Damon 1988）。その他者認識として，
社会（とりわけ親しい他者）の福祉への責任を負うことについての他者からの期待を青年は認識
する（Damon 1984）。この期待が，他者への配慮に関する生得的な傾向や，児童期までに仲間と
の遊びのなかで培った，互恵性や配分的正義をはじめとする道徳性（Damon & Hart 1992）と結
びついて，青年を社会貢献へと動機づける。
　社会のなかでの自己を認識することは，自らのアイデンティティや内発的動機づけと，内発
的に動機づけられたものではない社会的役割や要求とを統合する契機（Ryan 1995；Ryan & Deci 
2012）となる。
　また，青年期にはテストステロンが増大し，社会的地位と尊敬されることへの欲求が高まる
（Yeager et al. 2017による概観）が，（一般人の思いこみに反して）社会的公平性を重視する行動
















を与える（Deci et al. 1994；Hidi & Ainley 2008による概観；Pintrich & De Groot 1990；Pintrich 
& Zusho 2002による概観；Sansone et al. 1992，1999；Wolters & Rosenthal 2000）。
　この価値づけは，自己調整のコストを低く見積もり，その利点を重視するような学習への目標
を設定することにつながる（Pintrich & Zusho 2002）。あるいは，価値づけによって興味が高まれば，
学業における目の前の課題に集中できることから，そこで無意識的に自己調整を行うことを可能
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